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資 料

小児のターミナルケアに携わる看護師の態度に関する文献検討

Attitude of nurse in terminal care of children: A review of literature

大 久保 明 子*1

Akiko Ohkubo  *1

抄 録

本研究は、小児のター ミナルケアに携わる看護師の態度に関す る研究の動 向、お よび看護師の態度の

特徴について、国内の23文 献か ら整理 した。

その結果、実態調査や家族のケアか ら、看護師 自身の感情に焦点 を当てた研 究が増加傾 向にあった。

小児のター ミナルケアに携わる看護師は、不安や葛藤な どの感情を抱 えている一方で、新たなケアに前

向きに取 り組み、最善のケアを提供 したい と考えていた。また、家族へのケアが多 く抽出され、ケアは

闘病中か ら看取 り、死別後に渡るまで行われていた。 さらに、子 どもの死の不安や恐怖に向き合 うこと

の大切 さが示 されていた。

今後は、看護師が子 どもの死 をどのように意味づ け、その ことが看護師のケアに対す る態度 に どのよ

うな変化をもたらすのかについての探求が望まれる。
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1.は じめ に

近年 の小児 が んの 治療 成績 は 目覚 ま しく改 善

され、約8割 の子 ども達 の命 が助 か る よ うになっ

て きた といわれ るが、依 然 として約2割 の子 ども

達 は亡 くな る とい う現 状 で あ る。小 児 がん看 護

の 中で も、 と りわ け ター ミナル ケ ア に関 わ る看

護 師 のス トレスは高い といわれ てい る(川 合,西

村,本 多他,2003;三 澤,内 田,竹 内他,2007;

山内,筒 井,松 尾他,2009)。 また、小児看護 に

関 わ る看 護 師 の心 的 外 傷 経 験 の一 つ に"子 ども

の 死"が 挙 げ られ(新 山,小 濱,塚 原他,2006)、

そ の喪 失 に よ る悲 しみ がバ ー ンア ウ トを引 き起

こす可能 性も指摘 され てい る(保 坂,2009)。

一般 病 院 にお け る看 護 師 の ター ミナル ケ ア態

度 の積 極 性 には、看 取 った患 者数 、経 験 した 専

門領 域 、身 近 な人 との死別 体 験、看 取 りケ ア に

対す る満 足感 が影響 を及 ぼす との報 告 が ある(大

町,横 尾,水 浦他,2009)。 また、死 にゆ く患者

と看 護 師 が 率直 に語 り合 うこ とに よ り患 者 の思

い を表 出 させ る こ とが で き るが、看護 師 の関 わ

りが 不十 分 な場 合 は、様 々 な苦痛 を感 じて い る

こ とが報 告 され てお り(Wilkinson,1991)、 看 護

師 の 態度 が、 ケア の質 に影 響 を与 えて い るこ と

が報告 され てい る。

小 児看 護 にお い て は、緩 和 ケ ア病棟 や ホ ス ピ

ス な ど と比 べ て子 ど もの死 そ の もの が少 な く、

看護 師 が小児 の ター ミナ ル ケ ア を経 験す る機 会

は限 られ る。 わが 国 の悪 性 新 生物 の死 亡者 総数

は、 約37万 人 で あ る の に 対 して20歳 未 満 で は

433人 であ り(厚 生労働 省,2014)、 小児 の ター ミ
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ナル ケア の経験 の少 な さは対 応 の困難 さに もつ

な が り、看 護 師 が子 どもや 家族 に対 して深 い関

わ りを避 けよ うとす る可能 性が考 え られ る。

そ こで、本 稿 で は、 小児 の ター ミナル ケ ア の

充実 を図 るた め に、小児 の ター ミナ ル ケ ア に携

わ る看護 師 の態 度 の特 徴 を文 献検 討 に よ って整

理 し、今 後 の課 題 を 明 らか にす る こ とを 目的 と

した。

II.用 語 の 定 義

態 度 とは、広辞 苑(第 六版)に よ る と 「物 事 に

対 した ときの感 情や 意 志 が、表 情 ・身 ぶ り ・言

葉 つ き な どに表 れ た もの、 事 に処 す るか ま え、

考 え方、行動傾 向」と定義 され てい る。 この こ と

か ら、小児 の ター ミナル ケ ア に携 わ る看 護 師 の

態度 を 「小児 の ター ミナル ケア に携 わ る看護 師の

考 え方や感 情 とケ ア」とす る。 また、 こ こで は、

「治癒 の見込 みが な くご く近 い将来 に死が近づ い

てい る時期 か ら看取 りお よび看 取 り後 に行 われ

るケア」を含む 内容 を取 り扱 う。

III．研 究 方 法

1.対 象 と した文献

死 の受 け止 め方 や 死 に行 く人へ の対処 の仕 方

は、文化 や 社会 的背景 の影 響 を受 け る こ とが 多

い と思 われ 、本 稿 で は小 児看 護 に携 わ る看護 師

の体 験 に焦 点 を 当て た 国 内文 献 を対 象 と した。

医学 中央雑 誌Web(ver.5)を 用 い、 収録 発 行年 を

指 定せ ず に、看 護 系論 文 の原 著 を絞 り込 み 条件

と し、 「ター ミナル ケア」「終末期 ケア」「看取 りケ

ア」「小児 」のキー ワー ドで検索 を行 った結果 、44

文献 が抽 出 され た(2014年12月 検 索実施)。 そ の

うち、病 院施 設 で行 われ て い るター ミナ ル ケ ア

で対 象 が看 護 師 で あ る こ とを選択 条 件 と し、訪

問看護 や 重 症 心身 障 害児 施設 で の ター ミナル ケ

ア、 お よび研 究対象 が患 児 ・家族 で あ る文献 に

つ い て は除外 した。 まず 、要 旨を読 み、看 護 師

の考 え方 や感 情、 ケ アの記 載 が あ る23文 献 を分

析 対象 と した。文献一 覧 を表1に 、また、文 中に

は(文 献1～23)と 、対象文献番 号 を示 してい る。

2.分 析方 法

1)研 究の動 向につ いての分析

対 象文献 を年次推移 に沿 って、 「研 究方法」「対

象疾 患」「研 究主題 」に整 理 した。

2)小 児 のター ミナル ケア に携わ る看護師 の考 え

方 ・感情 ・ケアに関す る分析

対 象 文 献 の 内容 を精 読 し、質 的研 究 で は抽 出

され たカ テ ゴ リー を、量 的研 究 で は調 査結 果 お

よび結 論 の記 述 か ら、看 護 師 の 考 え方 ・感 情 ・

ケ ア に 関連 した 記 述 をデ ー タ と して抽 出 して

コー ドと した。 次 に、意 味 の類 似 した コー ドの

ま とま りか らサ ブカ テ ゴ リー化 、 カテ ゴ リー 化

した。 分析 の過程 にお い て は、小 児 看護 学 専 門

家 のスーパーバイ ズを受 けた。

IV．結 果

1.研 究の動 向

小 児 の ター ミナル ケ ア に携 わ る看 護 師 の体 験

に焦点 をあてた文献 は、1999年 か ら2014年 の16

年 間 で抽 出 され た が、2005年 か ら2009年 の5年

間 は抽 出 され な か っ た。1999年 か ら2004年 の6

年 間 の文 献数 は10件 で、 量 的研 究5件 、質 的研

究5件 で あ り、2010年 か ら2014年 の5年 間 の 文

献 数 は13件 で、量 的研 究1件 、質 的研 究12件 と

近年 は質的研 究が大半 を 占めていた。 また、ター

ミナル ケ ア の対 象 とな っ た 疾 患 は、 小 児 が ん8

件 、 先 天 性 心 疾 患1件 、NICU1件 、 文 献 か ら特

定で きなかった ものが13件 で あった。

研 究 主題 は、 「小児 の ター ミナ ル ケ ア に対 す

る考 え方 ・感 情 」10件 、 「家 族 に対 す る考 え方 ・

感 情 ・ケ ア」7件 、 「子 ど もの死 や 看 取 りに対 す

る考 え方 ・感 情 」4件 、 「子 ど もへ のか か わ り」1

件 、 「小児 ター ミナル ケアの実態 」1件 の5つ に分

類 され た。 この 中で、 「小児 の ター ミナル ケア に

対す る考 え方 ・感 情 」と 「子 どもの死や看 取 りに

対す る考 え方 ・感 情」を主題 と した研 究 は、小児

の ター ミナル ケ ア に携 わ る看 護 師 へ の精神 的支

援や 求 め られ る教 育 へ の示 唆 を得 る こ とを 目的

と して行 われ て い た(文 献1,6,7,18)。 ま た、

NICUや 先 天性 心疾 患 な どの集 中治療 現場 にお け

る ター ミナル ケ ア にお い て は、看 護 師 は子 ど も

の救 命 と看 取 りとの葛 藤 を抱 えてお り、 と りわ

け看護 師へ の精 神 的支援 が必 要 と され る状 況 が

示 され てい た(文 献4,5)。 看護 師 の支 援方 法 の
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表1研 究主題別文献一覧(23件)

番号 発行年 文献 研究方法 対象疾患 研究対象者

小児ターミナルケアに対する考え ・感情(10件)

1 2014

名 古屋 祐 子,塩 飽 仁,鈴 木祐 子 、 細 谷 由美 子 、井 上 由紀 子 、相 墨 生 恵 、 木村 智 一

(2014).看 護 師 が抱 く子 どもの終 末 期ケアを行 う上 での 障 壁 と困難 、 日本 小 児看 護 学

会誌 、23(3)49-55.

質的研究 不明
終末期ケアに携わった経

験のある看護師21名

2 2014
川 村 幸 子 、畑 山 清美 、渡 部 郁 子 、 田村 純 子(2014).小 児 看 取 りのガイドライン作成

による看護 師 の意識 変 化 、 日本看 護 学会 論 文集 小 児 看護 、44、130-133.
量的研究 不明

地方総合病院の小児科
病棟の看護師21名

3 2013
名古屋祐子 、塩飽仁、鈴木祐子(2013).看 取りの時期 にある小児がんの子どもとその

親をケアする看護師が抱える葛藤、 日本小児看護学会誌 、22(2)41-47.
質的研究 小児がん

子 どもの看取 りの時期 の

看護を3例 以上経験した

看護師13名

4 2013
瀬 戸 口千 恵 了 、塗 木 京 子(20正3).NICU看 護 師 の終 末 期 ケア困 難感 インタビュー か

らの分 析 、 日本 看 護 学 会論 文集 小 児 看護 、43、129-132.
質的研究 NICU NICU看 護 師6名

5 2013

林原 健 治(2013).先 天性 心疾 患 をもつ 子 どものター ミナ ルケアにお ける看護 師の 体験

出生 後 よりICUに お いて継続 して関わ った看護 師"A"に 関す る現 象 学 的研 究、 口本

看護 科 学会 誌 、33(1)、25-33.

質的研究
先天性
心疾患

小児専門医療施設のICU
に勤務する看護 師1名

6 2010

橋 本 浩子(2010).小 児 ター ミナル ケアに携 わる若 手看 護 師 へ の教 育 支援 に 関す る基

礎 的研 究 ター ミナル ケアにお いて看護 師 が感 じる困難 、日本 小 児看護 学会 誌 、19(3)、
18-24.

質的研究 不明

小児の若手看護師3名 と

経験豊 富な看護 師5名 、

成人の若手看護師3名

7 2011
橋本浩子(2011).小 児ターミナルケアに携わる若 手看護 師への教育支援 に関する基
礎 的研究 ターミナルケアにおいて看護師が感じた困難への対処、 日本小児看護 学会

誌、20(3)、82-88.

質的研究 不明

小児の若手看護師3名 と

経験豊 富な看護 師5名 、

成人の若手看護師3名

8 2004
宮 内 環(2004).子 どものター ミナ ルケアにお ける看 護 師 の認 識 のプ ロセス、 日本 看護

研 究学 会雑 誌 、27(4)、25-33.
質的研究 不明 看護師11名

9 2003

井 上 ひとみ 、米 田昌 代 、 田屋 明子 、 大 野佐 津樹 、西 村 真 美子(2003).タ ー ミナル の

子 どもと家 族 への援 助 に関す る予備 的調 査 一看護 師 のケアの戸 惑 いや 困難感 とその 関

連要 員 一、小 児保 健 い しかわ 、15、11-16.

量的研究 不明
小 児病棟 、外 来、NICU
に勤務する看護師98名

10 1999
野 中淳 子(1999).が んの子 どものター ミナ ルケアを体験 した看護 者 の認識 、 日本 小 児

看護 学 会誌 、8(2)、93-98
量的研究 小 児がん

ター ミナルケアの経験 が
ある看護者64名

家族に対する考え ・感情 ・ケア(7件)

11 2012
柴 田亜由子(2012).予 後不良の了どもに母親が寄り添うことを支える看護援助、 日本

看護学会論文集 看護総合、42、18H83
質的研究 不明 看護師5名

12 2004
竹 中和 子 、後 藤 理 恵 、佐 野美 紀 、 高野 夏子(2004)． ターミナル 期 にある子 どもをもつ

家族 へ の精神 的援 助 に関す る看 護 師の認 識 、看護 学統 合研 究、5(2)、61-65
量的研究 不明

小児病棟に勤務する看護
師36名

13 2003
渡辺 美 穂(2003).小 児 がんで子どもを亡くした家族 へ のかかわ りに対 する看護 者 の思 い、

群馬 県立 医療 短 期 大学 紀 要、10、49-61.
質的研究 小児がん

小児がん患者のケアに1

年以上携わった看護者4
名

14 2001

田中千 代 、服 部 律子 、小野 幸子 、田中克子 、水野 知穂 、八 木彌 生 、米 増 直美(2001).

G県 下 の小 児 医療 にお けるターミナ ルケアの実 態 家族 へ のケアに焦 点をあてて、岐 阜

県 立看護 大学 紀 要 、1(1)、126-133

量的研究 不明
死亡患児のあった5施 設

12名 の看護 師

15 2001
父 木 クレイグヒル滋 子(2001).最 期 の場 を整 える 看護 技術 としての子 どもの死 の時 期

の予 測 、 日本 看護 科 学会 誌 、21(3)、50-60.
質的研究 小児がん

小 児がんの子どもが多く

入院する病棟で質の高い

看護 を実践 している看護

師25名

16 2000

父 木 クレイグヒル 滋 子 、 渡 会 丹 和 子 、児 玉 千 代子(2000).よ い 看取 りの 演 出 ター ミ

ナル 期 の 子 どもをもつ 家 族 へ のナ ースの働 きか け、 日本 看護 科 学 会誌 、20(3)、69-

79.
質的研究 小児がん

小児病棟で長く働いた経
験のある看護師33名

17 2000
父 木 クレイグヒル 滋子(2000).小 児 がん医療 にお けるターミナル ケアのは じまり 家 族の

覚 悟を促 す ためにナー スが担 う役割 、QualityNursing、6(8)、689-697.
質的研究 小児がん

小 児がんの子 どもが多く

入院する病棟で質の高い

看護 を実践 している看護
師30名

子どもの死や看取りに対する考え ・感情(4件)

18 2012
渕 田明 子(2012).子 どもの看 取 り経 験 の積 み 重 ね による看 護 師 の 思 いの 変 化 、小 児

がん看 護 、7、17-27.
質的研究 不明

複 数回の子 どもの看取 り
経験をもつ看護師6人

19 2012
東美香(2012).患 児を看取ったことで看護 師が受ける感情 受 け持 ち看護師としての

感情とその影響因子、 日本看護学会論文集 看護管理、42、341-344.
質的研究 不明

受け持ち患児を看取った
経験のある看護師5名

20 2011
荒 川 まりえ(2011).看 護 師 が子 どもの死 を心 に受 けとめる際 に関 わったこと、 日本 小 児

看 護 学会 誌 、20(1)、9-16.
質的研究 不明

経 験年数が6年 以上で、
子 どもの死に遭遇 したこと
のある看護師12名

21 2010
荒 川 まりえ(2010).看 護 師が抱 く子 どもの死 に 対す る思 い ター ミナ ルケアの経 験 から、

東 京 女子 医 科 大学 看護 学 会誌 、5(1)、11-19.
質的研究 不明

子どもの死に遭遇 したこと
のある看護師12名

子どもへ のかかわ り(1件)

22 2014
杉 山智 江 、佐 鹿 孝子(2014).小 児 がん の子 どもが ター ミナ ル期 に病 気 の予 後 や 死 の

不安 ・恐怖 を 「語 り」始 めた瞬 間からの看護 師の関 わりのプロセス、日本 小 児看 護学 会 誌 、

23(2)、1-9.
質的研究 小児がん

臨床 経 験3年 目以上 の

看護師10名

小児ターミナルケアの実態(1件)

23 2000
野 中淳 子 、熊 谷恵 子(2000).が んの 子どもの ター ミナ ルケアにお ける看 護 の実 態 、 日

本 小 児看護 学会 誌 、9(2)、13-19
量的研究 小児がん

ターミナルケアをしたこと
のある看護師66名
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一 つ と して
、小 児 を対 象 とす る看 取 りのガ イ ド

ライ ン作成 が看 護 師 の不 安軽 減 につ な が る とい

う報告(文 献2)も み られ た。

2． 小 児 ター ミナル ケ ア に携 わ る看 護 師 の考 え

方 と感情

看護 師の考 え方 と感 情 は、105の コー ドか ら16

のサ ブカテ ゴ リーが見 出 され、最終 的 に 【ケアへ

の不安 と戸 惑 い】【思 い通 りのケ アが で きない葛

藤 】【子 どもや 家族 と向 き合 う難 しさ】【子 どもの

死 に よる悲 嘆や無力感 】【深 い 関わ りの回避 】【子

どもの死 の受 容 と気持 ちの切 り替 え】【ケアへ の

意気込 み】の7カ テ ゴ リーに分類 され た(表2)。

看護 師 の感 情 には、不安 、 困惑 、葛藤 、困難 、

悲 嘆、 回避 な どが あ り、 井 上 らは、94名 中 の8

割 以 上 の看 護 師 が戸 惑 いや ケアへ の 困難 感 を抱

い て い た と報 告 して い る(文 献9)。 ま た、看 護

師の時間的余裕 のな さ、病院 の設備 の問題(文 献

12)に 加 え、家族 ケア の専 門的知識や 技術 の不 足

に よっ て(文 献9,12)、 看 護 師 は家 族 の ニ ー ズ

や希望 に応 じられ ない葛藤 を抱 いてい る(文 献1,

9)。 加 えて、子 どもの気 持 ち を引 き出 し、 子 ど

もの両親 と信 頼 関係 を構 築 す る難 しさも感 じて

い た(文 献1,4,6,9,10,14)。 特 に、看 取 り

経 験 の少 ない若 手看 護 師 では、技 術 の未 熟 さや

自信 のな さか ら母親 に委縮 し、子 ども との深 い

関 わ りを避 け る傾 向 に あ る こ とが示 され てい る

(文献7)。 さらに、子 どもの経過 が予測 で きない

こ と(文 献1)、badnewsを 子 どもに伝 えてい ない

現状 が あ る こ と(文 献3)と とも に、小 児 医療 に

お い て は、親 が最 期 まで治 療 をあ き らめ られ な

い こ とが多 く、積極 的 な治療 か らター ミナル ケ

ア に移 行す る こ とそれ 自体 の難 しさ も指 摘 され

て い る(文 献4,5)。 この よ うに、子 どもの死 を

受 け入 れ られ ない の は両親 のみ な らず 、看 護 師

自身 も同 じよ うな状 況 に陥 り(文 献18,21)、 無

力感 とともに罪 悪感 ま で抱 く看 護 師 が い る と報

告 され てい る(文 献2,9,10,18)。

しか し一方 で は、 き ちん とお別 れ をす る こ と

で 自分 の気 持 ち に区切 りをつ け、前 に踏 み 出 し

てい かな くてはい けない と考 えてい る こと(文 献

18,20,21)や 子 どもの 死 とい う辛 い 体 験 を次

のケ アに活 か してい きたい とも考 えてい る(文 献

18,20,21)。

3.小 児のター ミナルケアに携わ る看護師のケア

看護 師 のケ アは、48の コー ドか ら12の サ ブカ

テ ゴ リー 、 さらに 【子 ども と家族 に向き合 い理解

す る】【子 どもの不安や 恐怖 に向 き合 い受 け止 め

る】【家族 の希 望 が叶 え られ る よ うに支援 す る】

【よい看取 りがで きるよ うに調整す る】【遺族 と悲

しみ を分か ち合 う】の5カ テ ゴリー に分類 され た。

(表3)。

小 児 の ター ミナル ケア にお いて は、【家族 の希

望が叶 え られ る よ うに支援す る】ことを 中心 と し

た ケ ア に主 眼 が置 かれ 、具 体的 に は、家族 の話

を傾 聴 して 関係 を築 くこ と(文 献14)、 ス タ ッフ

間 で情 報 を共 有 して家族 ケア の統 一 を図 る よ う

連 携 す る こ と(文 献11,14)、 家 族 の意 思決 定 を

尊重 して家族 の希望 に対応す るこ と(文 献5,ll,

表2小 児ター ミナルケアに携わる看護師の考え方と感情

カテゴリー(7) サブ カテゴリー(16) 文献番号

ケアへの不安と戸惑い
不安 ・緊 張 1、2、6、4、9

ケアの戸惑い 1、6、9、12、13、18

思い通りのケアができない葛藤

ケアの理想と現実との葛藤 1、3、4、6、23

ター ミナルケアへの移行 困難による葛藤 1、3、4、5

家族の希望に応じられない 1、2、4、9

専門知識や技術の不足 9.12

体制や連携の難しさ 1、2、6、12、23

子どもや家族と向き合う難しさ
子どもに寄り添う難しさ 1、6

家族との関係 作りの難しさ 1、2、4、6、9、10、12、14、23

子どもの死による悲嘆や無力感
子どもの死による悲嘆 1、2、4、9、18、19、21

無力感や罪悪感 2、6、9、10、18

深い関わりの回避 深い関わりの回避 7、8、9、20

子どもの死の受容と気持ちの切り替え
悲嘆感情の切り替え 7、13、18、20、21

子どもの死の受容 18、20、21

ケアへの意気込み
最善の看取りへの意欲 16、18、20、21

役割意識の向上 10、18、21
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14)、 家族 の疲 労や ス トレス に配 慮 しな が ら、家

族 が子 どもの ケ アに参加 で きる よ うに子 ども と

家 族 の 関係 を支 え る(文 献7,14)な どが あ る。

また、家 族 に子 どもの死 の覚 悟 を促 し、家族 が

【よい看 取 りがで き る よ うに環境 を調 整 】す る こ

とも欠 い ては な らない ケア と して 見 い だ され た

(文 献5,11,15,16,17)。 さ らに、 【遺 族 と悲

しみ を分 か ち合 う】ケ アでは、子 どもを看取 った

家 族 と ともにエ ンゼル ケ ア を行 い なが ら子 ども

の死 を悼 む こ とや 遺族 と思 い 出話 をす るな どが

あ る(文 献5,20)。

子 どもへ のケア と して、 【子 どもの不安や 恐怖

に 向き合 い受 け止 め る】ため に、子 どもが死 の不

安 や 恐怖 につ い て話 したい と思 うときを察知 し

て か か わ る こ との 大切 さが 示 され て い た(文 献

22)。

V.考 察

1.小 児 の ター ミナル ケア に携 わ る看 護 師の 態

度 に関す る研究の動 向

小 児 の ター ミナル ケ ア に携 わ る看 護 師 の体験

に 関す る研 究 は、概 ね、2000年 代初 期 にお い て

は実 態調 査 と ともに、 ケ アの 関心 が 専 ら子 ども

に寄 り添 う家族 へ のア プ ロー チ に 向 け られ て い

た。2005年 か ら2009年 の5年 間 は 文 献 が 抽 出

され な か った が、2008年 に小児 が ん看護 ケ アガ

イ ドライ ンが発 行 され て い る こ とか ら、小 児 が

ん の治癒 率 の 向上 と ともに闘病 中の ケ アや 小児

がん経 験者 へ のサ ポ ー トに関す る研 究 に関心 が

向 け られ たの で は ない か と推 察 す る。2010年 代

以 降 に な る とケ ア を行 う看 護 師 自身 の ター ミナ

ル ケ ア に対す る考 え方 や子 どもの死 に よ る感 情

に焦 点 を当 てた研 究が増 加傾 向 に あ る。 ち ょ う

どこの頃 に は、小児 看護 領 域 で働 く看護 師 の悲

嘆や喪 失 に 関す る教 育や 看護 師へ の ス トレスサ

ポー トの充 実 の必要 が指摘 され た こと(山 内,筒

井,松 尾 他,2009)や 看 護 師 等 の 人 権 確 保 の促

進 に 関す る法律 が 改正 され 、看護 師 の離職 防止

や メ ンタル ヘ ル ス に重 点 が置 かれ た こ ととの 関

連 も考 え られ る。 小児 ター ミナル ケ ア に携 わ る

看 護 師 に とっ て、受 け持 ち の子 どもの死 の体 験

が どの よ うな ものであ るか を知 るため の探求 は、

看 護 師 教 育や 看護 師支援 の必 要性 を示 唆 して い

る と理解 で きる。

2.小 児 タ-ミ ナル ケ ア に携 わ る看 護 師 の考 え

方 と感情

小児 看護 で は 、発 達 段 階や 親 子 の 関係 な どに

よっ て求 め られ るケ ア が異 な る上 に、積 極 的治

療 か ら緩 和 ケ アへ の いわ ゆ る円滑 な ギアチ ェ ン

ジが難 しい とい われ て い る(竹 内,2009)。 そ の

こ とが、小児 の ター ミナル ケア を難 し く して お

り、不 安、困惑 、葛藤 、困難 、悲嘆 、回避 とい っ

た感 情 を引 き起 こ してい る と考 え られ る。小 児

の ター ミナル ケ ア におい て は、子 ども とそ の 両

親 が、 い わ ば最 もケア を必 要 と して い る時期 で

あ るに もか か わ らず 、看護 師 は弱 りゆ く子 ども

を看 る こ とが辛 い 、そ して死 は痛 ま しい と感 じ

る中 で、 ケア を してい くこ とに困難 を感 じてい

る と考 え られ る。

看 取 り後 の看護 師 の グ リー フケ ア を 目的 と し

た カ ン フ ァ レンス が必 要 で あ る と考 えてい る看

護 師 は多 い が、 この よ うなカ ンフ ァ レンス を実

施 してい るの は約4割 で あ り(高 橋,竹 内,吉 川

他,2014)、 カ ンフ ァ レンスを行 うだ けの時 間的

表3小 児ター ミナルケアに携わる看護師のケア

カテゴリー(5) サブカテゴリー(12) 文献番号

子どもと家族に向き合い理解する 子どもと家族 に向き合い理解する 7、11

子どもの不安や恐怖 に向き合い受け止める

子どもの不安や恐怖を察知する 22

子どもが話したいと思う今に合わせて聴く 22

子どもの不安や恐怖 を受け止める 22

家族の希望が叶えられるように支援する

家族の話を傾聴して関係を築く 14

子どもと家族の関係を支える 5、11、14

家族の希望に対応する 5、11、14

家族の疲労やストレスに配慮する 7、14

スタッフと連携する 11、14

よい看取 りができるように調整する
家族に子どもの死の覚悟を促す 15、16、17

看取りの環境を整える 5、11、15、16

遺族と悲しみを分かち合う 遺族と悲しみを分かち合う 5、13.20
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余裕 がな い こ とも指 摘 され てい る(竹 内,高 橋,

吉川他,2012)。

小 児 の ター ミナル ケ アにお い て抱 く看護 師 の

感 情 は、受 け持 ち と しての 責任 、子 どもの両親

との 関わ りの難 しさ、子 どもの死 の体 験 とい う

こ とに影 響 され る(文 献18)。 それ ゆえ、看 護 師

に は 自分 自身 で ター ミナル ケ アの行 く末 で あ る

子 どもの死 と向 き合 う力 が必 要 と され る(文 献

20)。 成 人 ・老年 期の ター ミナル ケア におい ては、

「死 か ら逃 げ ない態度 」を取 った看護 師 は人 間的

な成長 を遂 げ(大 西,2006)、 悲 しく辛 い体 験 を

個 々の看 護 師 が 自分 な りに意 味づ け る対 処行 動

が看 護 師 の成 長 につ なが る こ とが報 告 され て い

る(西 田,志 自岐,習 田,2011)。 小 児 の ター ミ

ナル ケ ア に携 わ る看 護 師 は、子 どもの死 に直 面

す る こ とに よって不 安や 葛 藤 を抱 えて い る一方

で、気 持 ち を切 り替 えて新 た な ケ ア に前 向 きに

取 り組 み、最 善 のケ ア を提供 したい と考 えて い

た。 小児 の ター ミナル ケ ア にお い て も、体験 を

振 り返 り意 味づ け る こ とに よって、看 護 師 の ケ

アに対す る考 え方 が 前 向 き に変化 す る可能 性の

ある ことが示唆 され た。

3． 小児のター ミナル ケアに携わる看護 師のケア

緩和 ケア病 棟 お よび一般 病 棟 で終 末期 ケア に

かか わ る看 護 師 は、患 者 の症 状 が コ ン トロール

され、残 され た時 間 を充 実 して過 ごす こ と、家

族 に囲 まれ なが ら静 か な最 期 を迎 え られ る こ と

を 「よい最 期 」と捉 えて い る(上 山,2007)。 小児

の ター ミナル ケア にお い て も、家 族 が わ が子 の

ことを 「短 くて も一所懸命 生 きた」「皆 に大事 に さ

れ た」と感 じ、家族 の後悔 の念 を最小 限 にす るた

め のケ アが 重要 とい え る。 また、看 護 師が遺 族

ケア を行 う強み は、 患者 の生存 中か ら死別 に至

る流 れ の 中で遺族 ケ ア を捉 える こ とが で き るこ

とで あ り(荒 木,2006)、 最 期 を看 取 った看護 師

だか らこそ遺 族 の悲 嘆 に寄 り添 うこ とが 可能 と

な る。 ター ミナル ケ アの段 階 か ら遺 され る家族

の悲 嘆 の軽減 に 向 けて ケアす る こ とや 遺族 とと

もに子 どもの思 い 出 を振 り返 る こ とも大切 で あ

る。

ま た、子 どもが抱 く死 の不 安や 恐 怖 に対 して

真摯 に向 き合 うこ とが大切 で あ る。 しか し、現

実 には、子 どもに残 され た 時 間 を伝 え る こ とは

ほ とん どな く、 自分 が死 ぬ の で はな い か と問 わ

れ た ときに どの よ うに対 応 して よい か わか らな

い とい う看 護 師 は 多 い(小 原,内 田,大 脇 他,

2008)。 子 ども と向 き合 えない まま、そ の子 ども

が 死 を迎 えた とき、看護 師 のケ ア に対 す る不 全

感 は よ り強 くな るか も しれ ない。 看 護 師 が子 ど

ものい の ちそ の もの に向 き合 うこ とは、 ター ミ

ナル ケア の 向上 とともに、看護 師 自身 の そ の後

の ケ アに対 す る態度 に も影 響 して い くもの と考

え られ る。

VI.結 論

小 児 の ター ミナル ケ ア に携 わ る看護 師 の体 験

に 関す る研 究 は、実 態 調 査 や 家 族 の ケ ア か ら、

看護 師 自身 の感 情 に焦 点 を 当て た研 究 が増加 傾

向 に あっ た。 小児 の ター ミナル ケ ア に携 わ る看

護 師 は、不 安 や葛 藤 な どの感 情 を抱 えてい る一

方 で、新 た なケ ア に前 向 きに取 り組 み 、最 善 の

ケ ア を提 供 した い と考 えてい た。 ま た、家族 へ

の ケア が多 く抽 出 され 、 ケ アは 闘病 中か ら看 取

り、死 別 後 に渡 るま で 行 われ て い た。 さ らに、

子 どもの死 の不 安や 恐怖 に 向 き合 うこ との大切

さが示 され ていた。

今 後 は、看護 師 が子 どもの死 を どの よ うに意

味づ け、 そ の こ とが看 護 師 のケ ア に対す る態度

に どの よ うな変 化 を もた らす の か につ い て の探

求 が望まれ る。

文 献

荒 木 美 和(2006).看 護 師 が 遺 族 ケ ア を行 う意 味

(強 み).臨 床 看 護,32(8),1184-1189.

保 坂 隆(2009).小 児 の エ ン ドオ ブ ライ フ ケ ア に

関 わ る ス タ ッ フ の ソー シ ャル サ ポ ー ト.小 児

が ん看 護,4,60-65.

上 山 千 恵 子(2007).終 末 期 ケ ア に 携 わ る 看 護

師 が 捉 え る 「よ い 最 期 」.日 本 看 護 科 学 会 誌,

27(3),75-83.

川 合 香 苗,西 村 路 子,本 多綾 子 他(2003).小 児

と関 わ る看 護 師 の ス トレス とサ ポ ー トに 関 す

る研 究.小 児 看 護,26(13),18274832.

厚 生 労 働 省,人 口動 態 統 計 月 報 年 計(概 数)の 概

－99－



日本小児看護学会誌 第25巻 第1号(2016)

況(2014).形 成26年 死 因順 位 別 死 亡数 ・死 亡

率(人 口10万 対),性 ・年 齢(5歳 階 級)別.平

成27年10月15日 ア ク セ ス,http://www.mhlw.

go.jp/toukei/saikin/hw/jinkou/geppo/nengai14/dl/

h7.pdf

三 澤 史,内 田雅 代,竹 内幸 江 他(2007).小 児 が

ん を もつ 子 ど も と家 族 の ケ ア に 関 す る看 護 師

の 認 識 －ケ ア29項 目の 実 施 の 程 度 と難 し さ の

比較 －.小 児 がん看 護,2,70-79.

新 山悦 子,小 濱 啓 次,塚 原 貴 子 他(2006).看 護

師 の職 場 に お け る 心 的 外 傷 反 応 の低 減 に認 知

が 及 ぼ す 影 響.川 崎 医 療 福 祉 学 会 誌,15(2),

583-594.

西 田三 十 一,志 自岐 康 子,習 田 明 裕(2011).患

者 の 死 を体 験 した 看 護 師 の 成 長 に 関 連 す る要

因 の検 討.日 本 看 護 科 学会 誌,31(4),3-13.

小 原 美 江,内 田雅 代,大 脇 百合 子 他(2008).小

児 が ん の 子 ども と家 族 へ の ケ ア にお け る 困難 －

看 護 師 へ の フ ォ ー カ ス グ ル ー プ イ ン タ ビ ュ ー

に よ る調 査 結 果 －.小 児 が ん看 護,3,75-83.

大 町 い つ み,横 尾 誠 一,水 浦 千 沙 他(2009).一

般 病 院 勤 務 看 護 師 の ター ミナ ル ケ ア 態 度 に 関

連 す る要 因 の 分 析.保 健 学 研 究,21(2),43-

49.

大 西 奈 保 子(2006).タ ー ミナ ル ケ ア に携 わ る看

護 師 の 態 度 と悲 嘆 ・癒 し との 関 連.東 洋 英 和

大 学 紀 要,2,89-lOO.

高 橋 百合 子,竹 内幸 江,吉 川 久 美 子 他(2014).小

児 が ん の 子 ど もの 死 を経 験 した 看 護 師 の 思 い

と グ リー フ ケ ア に お い て 望 む こ とに 関す る調

査.小 児 が ん 看護,9(1),63-72.

竹 内 幸 江(2009).End-of-Lifeケ ア.丸 光 恵,石

田也 寸 志 監 修,コ コ か らは じめ る小 児 が ん 看

護(pp.344-349).へ るす 出版.

竹 内 幸 江,高 橋 百 合 子,吉 川 久 美 子 他(2012).

終 末 期 の 小 児 が ん 患 者 の ケ ア体 制 お よび 看 護

師 へ の メ ン タル ヘ ル ス サ ポ ー ト体 制 の 実 態

病 棟 管 理 者 へ の調 査 よ り.小 児 が ん 看 護,7,

39-45．

内 田雅 代 他(2008).小 児 が ん看 護 ケ ア ガ イ ドラ

イ ン2008－ 小 児 が ん の子 ど ものQOLの 向 上 を

め ざ した 看 護 ケ ア の た め に －.平 成16-19年

度 科 学 研 究 費 補 助 金 基 盤 研 究(B),「 小 児 が ん

を 持 つ 子 ど も と 家 族 の 看 護 ケ ア ガ イ ドラ イ ン

の 開 発 と検 討 」研 究 班.

Wilkinson,S.(1991).Factors which influence how

nurses communicate with cancer patients.Journal

of Advanced Nursing,16(6),677-688.

山 内 朋 子,筒 井 真 優 美,松 尾 美 智 子 他(2009).

小 児 看 護 領 域 で 働 く 看 護 師 の ス ト レ ス や 感

情 に 関 す る 文 献 検 討.日 本 小 児 看 護 学 会 誌,

18(1),127-134.

－100－


